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日
吉
台
、
雄
琴
、
坂
本
の
市
立
３
幼
稚
園
の
統
合
案
が
浮
上
し
て
い
る
。
大
津
市
が
策
定
し

た
市
立
幼
稚
園
規
模
適
正
化
に
向
け
た
実
施
計
画
素
案
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
来
、

認
定
こ
ど
も
園
設
置
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た
学
区
自
治
連
合
会
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

同
問
題
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
計
画
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え

て
住
民
の
意
思
、
意
向
を
確
認
し
た
う
え
新
た
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

実
施
計
画
素
案
に
よ
る
と
、

市
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
学

校
教
育
と
位
置
づ
け
、
１
小
学

校
区
に
１
園
整
備
の
こ
れ
ま
で

の
原
則
を
、
中
学
校
区
を
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
た
広
域
エ
リ
ア
設
定
に

改
め
、
１
エ
リ
ア
内
に
必
要
な

施
設
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

素
案
で
は
、
こ
の
新
原
則
に
基

づ
き
、
市
内
す
べ
て
の
中
学
校

区
内
の
幼
稚
園
の
再
編
を
検
討
、

統
合
、
継
続
な
ど
具
体
的
に
施

設
名
を
明
記
し
て
い
る
。
市
で

は
、
あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
は
、

素
案
の
提
示
で
あ
り
、
決
定
で

は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

日
吉
中
学
校
区
の
ブ
ロ
ッ
ク

討
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
、

坂
本
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
市
幼
児
政
策
課
主
催
の
計
画

に
関
す
る
地
域
説
明
会
で
も

「
幼
稚
園
で
は
保
育
時
間
が
短

く
、
働
く
お
母
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
保
育
、
幼
児
教
育
に
特
化

し
た
認
定
こ
ど
も
園
が
必
要
」

や
「
統
合
に
は
そ
も
そ
も
反
対
」
、

「
統
合
が
避
け
ら
れ
な
い
な
ら

３
園
の
中
心
に
位
置
す
る
日
吉

台
に
施
設
設
置
を
求
め
強
力
に

運
動
を
展
開
す
べ
き
」
な
ど
、

日
吉
台
在
住
の
住
民
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

同
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
も
、

今
後
の
運
動
を
進
め
る
た
め
住

民
の
意
思
の
確
認
が
避
け
ら
れ

な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
作
動

日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会

（
濱
崎
博
会
長
）
は
、
学
区
内

２
か
所
に
、
住
民
の
安
全
、
安

心
を
見
守
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
た=

写
真
。
学
区
自
治
連

は
、
運
用
に
あ
た
り
、
撮
影
さ

れ
た
カ
メ
ラ
映
像
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

個
人
情
報
の
保
護
と
保
管
に
厳

格
な
基
準
を
定
め
た
運
用
基
準

を
設
け
、
施
行
し
た
（
自
治
連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

日
吉
台
診
療
所
前
交
差
点
と
日

吉
台
団
地
入
口
交
差
点
の
２
か

所
。
日
吉
台
診
療
所
前
交
差
点

は
北
向
き
、
日
吉
台
団
地
入
口

は
南
向
き
に
レ
ン
ズ
が
向
け
ら

れ
、
映
像
は
一
定
期
間
保
存
後
、

上
書
き
さ
れ
続
け
る
。

同
自
治
連
が
県
警
に
６
基
設

置
を
申
請
、
う
ち
２
基
の
設
置

が
認
め
ら
れ
た
。
運
用
基
準
で

は
、
学
区
自
治
連
と
日
吉
台
自

主
防
犯
推
進
会
が
そ
れ
ぞ
れ
運

用
責
任
者
を
選
任
。
学
区
自
治

連
と
運
用
責
任
者
は
、
撮
影
し

た
画
像
は
、
不
必
要
な
監
視
、

閲
覧
は
行
な
わ
な
い
、
漏
え
い

し
な
い
よ
う
デ
ー
タ
の
厳
重
保

管
を
定
め
て
い
る
。

犯
罪
の
恐
れ
や
発
生
し
た
と

き
に
は
、
学
区
自
治
連
は
画
像

の
閲
覧
を
許
可
で
き
る
が
、
許

可
の
さ
い
に
は
、
運
用
責
任
者

の
発
議
に
基
づ
き
、
学
区
自
治

連
役
員
会
の
合
意
、
承
認
が
必

要
と
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
、

学
区
自
治
連
会
長
、
運
用
責
任

者
の
承
認
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
記
し
た
。
た
だ
し
こ

の
場
合
で
も
学
区
自
治
連
役
員

会
に
報
告
し
、
承
認
が
求
め
ら

れ
る
。

学
区
自
治
連
で
は
、
独
自
に

数
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

検
討
し
て
お
り
、
安
全
な
街
づ

く
り
に
役
立
て
た
い
、
と
し
て

い
る
。

幼稚園統合案浮上

市、素案で公表

日吉台

幼稚園

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

昨

年

来

、

学

区

自

治

連

、

自

治

連

の

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

が

準

備

を

進

め

て

い

ま

し

た

「

日

吉

台

新

聞

」

が

で

き

ま

し

た

の

で

、

各

家

庭

に

お

と

ど

け

し

ま

す

。

日

吉

台

の

メ

ー

ン

通

り

に

、

街

路

樹

が

植

栽

さ

れ

て

い

ま

す

。

大

規

模

開

発

さ

れ

た

住

宅

地

の

街

路

に

は

、

必

ず

と

い

っ

て

い

い

ほ

り

ま

せ

ん

が

、

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

根

元

か

ら

伐

採

さ

れ

て

い

ま

す

。

よ

く

見

る

と

ほ

と

ん

ど

の

木

の

幹

が

空

洞

化

し

て

い

ま

す

。

日

吉

台

は

、

昭

和

50

年

代

に

県

内

初

の

大

規

模

住

宅

地

と

し

て

開

発

。

平

成

26

年

度

に

は

、

学

区

自

治

連

創

立

30

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

30

歳

と

い

え

ば

人

で

は

成

年

期

。

将

来

に

大

き

な

夢

を

も

ち

、

活

力

に

満

ち

あ

ふ

れ

人

生

で

も

一

番

輝

け

る

時

と

、

思

う

の

で

す

が

、

わ

が

街

、

「

日

吉

台

」

は

、

少

子

高

齢

化

の

波

に

さ

ら

さ

れ

、

少

し

さ

び

し

い

姿

を

み

せ

始

め

て

い

ま

す
。

こ

ん

な

な

か

、

日

吉

台

に

住

む

人

た

ち

は

、

さ

ま

ざ

ま

と

こ

ろ

で

街

づ

く

り

、

街

再

生

の

努

力

を

続

け

て

い

ま

す

。

伐

採

さ

れ

た

根

の

空

洞

部

分

に

土

を

入

れ

、

季

節

の

花

を

植

え

た

街

路

樹

を

み

か

け

ま

し

た

。

木

は

、

枯

死

し

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

形

は

違

え

ど

も

生

命

の

再

生

を

願

う

優

し

い

日

吉

台

住

民

の

姿

を

か

い

ま

み

ま

し

た

。

日

吉

台

新

聞

は

、

こ

の

街

路

樹

の

光

景

の

よ

う

に

街

の

再

生

と

活

性

化

に

少

し

で

も

役

に

た

て

れ

ば

、

と

考

え

て

い

ま

す

。

月

に

一

回
、

各

家

庭

に

配

布

し

ま

す

。

ご

愛

読

く

だ

さ

い

。

発

刊

に

よ

せ

て

日

吉

台

新

聞

編

集

長

野

々

口

義

信

ど

そ

の

地

区

の

シ

ン

ボ

ル

に

な

る

街

路

樹

が

あ

り

、

美

し

い

景

観

を

保

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

日

吉

台

の

街

路

樹

は

、

寿

命

が

き

た

の

か

、

虫

害

、

そ

れ

と

も

病

に

お

か

さ

れ

た

の

か

私

に

は

、

よ

く

分

か

で
は
、
現
在
、
市
立
幼
稚
園
４

園
、
民
間
幼
稚
園
１
園
、
民
間

保
育
園
６
園
が
存
在
。
雄
琴
、

日
吉
台
、
坂
本
の
３
園
統
合
整

備
を
示
す
一
方
で
、
日
吉
台
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
「
民
間
に
よ

る
認
定
こ
ど
も
園
設
置
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
」
と

も
明
示
、
昨
年
度
か
ら
幼
児
教

育
施
設
の
存
続
、
拡
充
に
向
け

住
民
署
名
を
添
え
た
議
会
請
願

を
す
る
な
ど
学
区
ぐ
る
み
の
運

動
を
展
開
す
る
日
吉
台
地
区
に

配
慮
の
姿
勢
も
み
せ
て
い
る
。

学
区
自
治
連
や
同
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
は
、
計
画
素
案
提

示
を
受
け
、
今
後
の
対
応
を
検

日
吉
台
学
区
が
所
有
す
る
不

動
産
の
大
津
市
へ
の
無
償
譲
渡

が
決
ま
り
、
11
月
中
旬
、
学
区

自
治
連
合
会
（
濱
崎
博
会
長
）

と
市
と
の
間
で
、
無
償
譲
渡
契

約
が
締
結
さ
れ
た
。

譲
渡
が
決
ま
っ
た
土
地
は
、

消
防
団
日
吉
台
分
団
詰
め
所
と
、

同
車
庫
、
多
目
的
広
場
と
隣
接

す
る
「
い
し
づ
み
会
」
が
使
う

用
地
3
筆
、
約
２
，
６
３
０
平

方
㍍
。
も
と
も
と
汚
水
処
理
場

用
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

団
地
開
発
会
社
の
日
本
地
所
か

ら
学
区
自
治
連
に
譲
渡
さ
れ
、

そ
の
後
、
学
区
自
治
連
が
市
へ

貸
与
し
て
い
た
。

こ
の
不
動
産
は
、
他
用
途
へ

の
転
用
や
民
間
へ
の
売
買
な
ど

が
難
し
い
こ
と
か
ら
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
金
管
理
委
員
会
が
市

へ
の
無
償
譲
渡
を
決
め
、
学
区

自
治
連
は
10
月
中
旬
、
自
治
連

臨
時
総
会
を
開
催
。
総
会
で
は
、

書
面
表
決
者
、
委
任
含
め
２
，

４
８
０
人
が
出
席
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
、
２
，
２
８
０
人
、

反
対
45
人
、
棄
権
１
５
５
人
と

な
り
、
学
区
自
治
連
会
則
第
35

条
に
基
づ
く
、
資
産
処
分
の
議

決
に
必
要
な
出
席
者
の
4
分
の

３
以
上
の
賛
成
を
得
て
議
決
、

承
認
、
今
回
の
締
結
と
な
っ
た
。

市
と
の
契
約
条
項
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
不
動
産
3
筆
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用

で
き
る
。

市
と
無
償
譲
渡
契
約
締
結

学

区

所

有

不

動

産

掲
載
し
た
い
ニ
ュ
ー
ス
、
記
事
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
編
集
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

y
-
n
o
n
o
g
u
c
h
i
@
n
i
f
t
y
.
c
o
m

日
吉
台
新
聞
編
集
部

お 知 ら せ

題字は４－１１－２

梶谷 清苑さん



平成28（２０１６）年1月1日 日 吉 台 新 聞 創刊号

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
新
星

山
本

雅
也
さ
ん

日
吉
台
４
丁
目
11--

６

9
月
開
催
の
和
歌
山
国
体
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
、
成
年
の
部
男
子

団
体
、
悲
願
の
滋
賀
県
初
優
勝
の

原
動
力
。
昨
年
11
月
、
静
岡
県
・

掛
川
市
で
開
か
れ
た
Ｕ
20
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
（
Ｕ
20
日
本
代
表
）

選
考
会
で
3
位
と
な
り
、
代
表
入

り
を
果
た
し
た
。

小
、
中
学
校
時
代
は
、
ス
ポ
少

で
頑
張
っ
た
野
球
少
年
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
は
、
大
津
商
業
に
進
学
し
て

始
め
た
。

「
団
体
よ
り
も
個
人
競
技
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

は
、
大
津
商
業
と
し
て
実
績
が
あ

り
、
入
部
。
始
め
た
ら
す
っ
か
り

は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

弓
を
ひ
き
矢
を
放
つ
。
放
た
れ

た
矢
は
、
時
速
２
０
０
～
２
３
０

km
に
も
達
し
、
厚
さ
５
㍉
の
鉄
板

を
射
抜
く
威
力
。
自
分
の
体
格
や

腕
力
に
あ
っ
た
道
具
を
使
用
す
れ

ば
、
子
供
や
お
年
寄
り
ま
で
年
齢

や
性
別
を
問
わ
ず
気
軽
に
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が

高
ま
る
。

競
技
は
、
70
㍍
の
先
の
的
に
対

し
36
射
を
2
回
、
合
計
得
点
を
競

う
。
的
中
央
の
金
的
は
、
10
点
。

７
２
０
点
満
点
で
平
均
６
６
０
点

を
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
一
流
選

手
だ
そ
う
だ
。

「
大
津
商
業
は
、
練
習
量
が
多

い
の
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
日

だ
と
２
５
０
～
３
０
０
本
、
休
日

に

な

る

と

６

０

０

本

ぐ

ら

い

。

た

だ

ひ

た

す

ら

射

ち

続

け

て

い

る

。

大

学

へ

進

学

し

て

も

こ

の

ス

タ

イ

ル

は

ほ

ぼ

変

わ

り

ま

せ

ん

」的

の

中

心

は

あ

ま

り

に

も

遠

く

、

小

さ

い

。

研

ぎ

澄

ま

さ

れ

た

集

中

力

が

求

め

ら

れ

る

の

は

当

然

と

し

て

も

放

つ

矢

は

、

風

の
力

、

勢

い

に

も

影

響

さ

れ

る
。

選

手

の

知

的

要

素

も

必

要

不

可

欠

の

ス

ポ

ー

ツ

だ

。

「

真

ん

中

に

あ

た

っ

た

感

触

は
、

ア

ー

チ

ェ

リ

ー

の

醍

醐

味
。

こ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
」

身
長
１
７
０
㌢
、
体
重
58
㌔
、

と
小
柄
な
体
型
。
放
つ
矢
は
風
の

影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
「
重
み
」

が
必
要
。

「
も
う
少
し
ウ
エ
イ
ト
が
欲
し

い
。
今
回
Ｕ
20
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
入
り
を
果
た
し
た
が
、
目
標
は

20
歳
以
下
の
代
表
で
は
な
く
あ
く

ま
で
そ
の
上
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
入
り
で
す
」

目
標
は
、
４
年
後
の
東
京
五
輪
、

メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

やまもと・まさや 1996年9月5日生。日吉台小、日吉中を経て大津商業。大商時
代の3年生のとき、全日本選手権3位に入り、U20代表入り。近畿大に進学した昨年は、
県勢を和歌山国体成年男子団体優勝に導き、２０１５年度U20選考会で再び代表に選
ばれた。昨年11月には、第28回大津市スポーツ表彰を受けている。

写真は県スポーツ情報誌レイクマガジン提供

山下英子さん

地
域
の
環
境
資
源
を
活
か
し
、

快
適
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た

人
に
贈
ら
れ
る
市
の
「
第
７
回

煌
き
大
津
環
境
賞
」
に
、
日
吉

台
３
丁
目
29
ー
13
、
岸
本
善
春

さ
ん
（
62
）
が
選
ば
れ
、
市
役

所
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や

文

化
、

教

育
活

動

に

功
績

の
あ

っ

た
人

を

顕
彰

す

る

市
表

彰
の

教

育
功

績

者
に

日

吉

台
4

丁
目

２

ー
９

、

山
下

英

子

さ
ん

（
66

）

ス
ポ

ー

ツ
賞

に
4

丁
目

11

ー
６
、
山
本
雅
也
さ
ん
（
19

）

＝
本

欄

ひ
と

・

日
吉

台

参

照
＝

が
そ

れ

ぞ
れ

選

ば
れ

た

。

岸

本

さ
ん

は

、
学

区

自

治
連

役
員

、
3

丁

目

西
の

自

治

会
長

ら
を

歴

任
し

な

が
ら

地

元

の

「
花

を

咲
か

そ

う
会

」

の

代
表

と
し

て

、
高

橋

川
沿

い

の

除
草

や
町

内

の
美

化

活
動

に

尽

力
。

地
域

の

環
境

問

題
で

の

困

り
ご

と
な

ど

の
相

談

ご
と

な

ど

に
も

率
先
し
て
対
応
、
解
決
に
あ
た
っ

た
。
ま
た
昨
年
2
月
、
町
内
に

イ
ノ
シ
シ
が
出
没
。
危
険
も
顧

み
ず
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
、
襲
わ

れ
た
住
民
を
救
い
、
人
名
救
助

に
活
躍
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
平
成
7
年
、

少
年
補
導
委
員
に
就
任
後
、
20

年
間
に
わ
た
り
街
頭
補
導
や
環

境
浄
化
活
動
を
通
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
力
を
尽
く
し
た
。

ま
た
深
夜
、
早
朝
の
街
頭
補
導

活
動
の
努
力
も
お
し
ま
ず
、
厳

し
く
も
愛
情
あ
ふ
れ
る
少
年
、

少
女
へ
の
対
応
な
ど
地
域
の
信

頼
も
厚
く
経
験
の
浅
い
少
年
補

導
委
員
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
る
。

会

と

催

し

◆

も
ち
つ
き
・
ど
ん
ど

焼
き

1
月
９
、
10
の
両
日
、

日
吉
台
小
で
。
も
ち
つ
き
大
会

は
、
9
日
午
前
10
時
、
小
学
校

体
育
館
、
中
庭
で
開
催
。
ど
ん

ど
焼
き
は
、
10
日
午
前
10
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
11
日
に
順

延
）
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ

れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
日
吉
台
夢
・

未
来
事
業
推
進
委
事
務
局
の
山

本
由
美
さ
ん
（
０
９
０
・
４
２

７
９
・
８
７
９
８
）
ま
で
。

煌
き
環
境
賞
に
岸
本
さ
ん

市
表
彰
で
山
下
さ
ん
、
山
本
さ
ん

岸本善春さん

高
齢
者
福
祉
で
研
修
会

学
区
老
ク
連

移
動
ス
ー
パ
ー
営
業
開
始

訪
問
先
募
集

ケ
ア
フ
ル
楠
の
葉
の
宮
地
さ

ん
は
、
「
老
人
ホ
ー
ム
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
老
人
ホ
ー
ム
入
居
を
決
め

る
に
は
、
体
調
を
崩
し
た
と
き

の
対
応
は
、
重
度
に
な
っ
て
も

住
み
続
け
ら
れ
る
の
か
、
看
取

り
は
で
き
る
の
か
、
な
ど
「
施

設
長
、
責
任
者
か
ら
し
っ
か
り

と
説
明
を
受
け
、
自
分
自
身
で

納
得
し
て
決
め
て
欲
し
い
」
と

述
べ
た
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
森
田
定
雄
会
長
）
主
催
の
秋

の
研
修
会
、
「
福
祉
ま
る
ご
と

紹
介
」
が
、
11
月
中
旬
、
市
民

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
地
域
の
老
人
に
と
っ
て
余

生
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
。

介
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

ら
、
ど
ん
な
施
設
が
あ
り
、
ど

ん
な
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
る
の

か
。
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
、
真
盛
園

の
柴
田
與
一
郎
総
務
局
長
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
フ
ル
楠

の
葉
、
宮
地
広
美
施
設
長
を
講

師
に
招
い
た
。

研
修
会
に
は
、
老
ク
連
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
じ
め
、
地
域
の
住

民
ら
60
人
が
参
加
。
「
超
高
齢

化
社
会
の
現
状
と
地
域
の
対
応
」

と
題
し
講
演
し
た
真
盛
園
の
柴

田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
介
護

な
ど
の
施
設
は
、
施
設
の
環
境

整
備
に
力
を
入
れ
る
と
ホ
テ
ル

コ
ス
ト
に
跳
ね
返
り
、
利
用
料

が
高
く
な
る
。
年
金
だ
け
で
は
、

施
設
に
入
れ
な
く
な
る
。
福
祉

医
療
の
人
手
不
足
で
、
施
設
は

あ
っ
て
も
空
き
部
屋
が
出
る
」

と
述
べ
、
今
後
は
、
在
宅
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

大
津
市
坂
本
の
ス
ー
パ
ー

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
坂
本
」
が
11

月
、

日
吉
台
地
区
で
、
軽
四
輪
車
に

食
料
品
や
日
用
品
を
満
載
し
た

移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

の
営
業
を
始
め
た=

写
真
。

「
と
く
し
丸
」
に
は
、
冷
蔵

庫
も
設
置
さ
れ
、
鮮
魚
類
、
野

菜
、
惣
菜
ほ
か
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
な
ど
日
用
品
約
５
０

０
品
目
、
１
０
０
０
～
１
２
０

０
点
積
載
。
お
お
む
ね
店
頭
価

格
の
10
円
増
し
で
販
売
、
希
望

の
商
品
の
注
文
も
で
き
る
、
と

い
う
。
営
業
を
始
め
た
11
月
は
、

週
2
回
、
3
日
に
一
度
巡
回
、

20
ヵ
所
で
車
を
止
め
、
営
業
活

動
を
行
な
っ
た
。

「
と
く
し
丸
」
の
名
は
、
社

会
貢
献
を
目
指
す
「
篤
志
家
」

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
買
い
物

を
通
じ
、
お
年
寄
り
ら
と
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
も
多
く
、
老
人

の
見
守
り
な
ど
福
祉
活
動
に
も

協
力
し
て
い
る
。
「
と
く
し
丸
」

の
訪
問
希
望
は
、
同
店
（
０
７

７
・
５
２
６
・
７
７
８
５
）
ま

で
。


